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サザエ卵の受精条件

鳥羽光晴

はじめに

サザエの種苗生産については多くの報告があり 1. 2. 

3， t， 5)その大筋としては同ピ原始腹足類に属するアワ

ビの種苗生産技術を改変し応用できる見通しがある。

しかし，計画的に安定して大量穣苗生産を行うために

は，親只養成，産卯誘発，浮遊幼生土よび付着惟貝の

飼育管埋等に関して，さらに細部にわたる知見が必要

である。特に採卯・採苗については，アワビの場合の

ようにシステム化された技iW'" !1l開発が望まれてむ

り，そのためには基礎的要素のーっとしてサザエの初

期発生に関する生物学的知見の把憶が不可欠である。

著者はそれらの中から受精条件について，特に， 1受

精尚一の精子濃度 2 水泊と放卯f去の経過時間による

受精率の変化，について検討したので報告する。

今回の実験をiTうにあたり，終始精力的なtbh力を惜

しまなかった東京水産大学大学院生山崎II)J人{1と江見

漁協鈴木淳一君に深謝し、たします。

受精時の精子濃度と受精率

過は凶1.に示したとおりである。約 111年間の i二i中:の後

(ft司育水ililiJ8.50C. 気品29.O'C) 紫外線!照射量0，26

Wh/e の砂i戸j邑海水流水中 (19.4'C)に雌雄別々に

収存L，約30分間流本をi呆ち，その後50分間止水とし
た。そしてお，2'Cに加温した紫外線照射海水を用いて

流Aにι，30分後に水槽の水ifiを24，I"Cとした。誘発
刺激に反応して放村j，放lJIlしたi国件、は推10個体，出世5

個f1-'であったが，そのうち鋭綾それぞれ 3f同f1-'は放精，

放卯長がわ「かであったため実験材料から除外した。

濃JVZな精子海水を得るため，放.tliを始めた!同wのう
ち7f同体を別の谷協に移L，受精時まで精fを放/:1'.さ

せた。放出された卯は fみやかにサイフォンで別の干名

15に分取した。その135鋭只2f団体分の卵を混合した。

|記の裕子海水を紫外線照射海ノj(で，表1に示 f

ように 5倍段陥希釈し，直:1.王5白1llllX高さ8白mmのスチ口
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親只は1982年8月6日千葉県千倉町白子地先で潜水 温

漁獲された殻高76-10伽m，件、重107-260gの吋ザエ60

1同体(雌30個体，雄30f国体)を用いた。親貝は産卵誘
発までの間，砂i戸j旦iUノkを流水にしたコンクリート水

槽 (2，5Xl.OXO，9m)中で，アラメむよびカンメを与

えて飼育した。飼育期間中の水犯は18SC-28.4"Cで

あった。産卵誘発に前もって 8月9日にKCJによる

雌雄の判別を行った。

1m卯誘発は 8月11日に干出刺激後紫外線照射海Aく
を用いて温度刺激を加える方法lこより行った。誘発経

知紫外線照射景の算出は菊地らかによった。

紫外線照射量 (Whm=盟首究伴
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w 殺菌灯の定総出力。
C:公称殺菌能力。砧草菌を99，9%以上殺菌できる流量。

A:流水量。



菊地ら 91 によると，エゾアワピでは精子法度193万個

/rnf 以上では卯に対し有害な作用が現れるので190~10

万個/me程度の精子濃度が受精には望ましいと言われ

ている。また神奈川水試叫によるとクロアワピでは精

子濃度カ'1，730万個/rnfPl上前土異常な卯おlカ屯在められ，

173万個/rnf以下では正常な発生が見られたとしている。

これらの値は今回のサザエの場合と比べると，異常~11

害リカま認められる濃度に2倍以上の差があり， また正常

発生をもたらす濃度も高い。しかし，受精率には精子

法度の他に，水温，受精時間，その後のお1:9sなど受精

操作上のちがいが微妙に影響すると思われ，これらの

値の差が直ちに種のちがいによるものであるとは言い

にくい。
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}v製管ピンlこ100m!ずつ分注して精子海水希釈列を

2手IJ用意した。この希釈列中に，卵をそれぞれ約1，800

~2 ， 000粒投入 l，そのまま 3 分間静置して受精させた。

受精後，ミューラーガーゼ(オ プニング64μmx64μm，

NXX 25) を用い紫外線照射海水で静かに洗卯して，

約21
0

Cの室温に放置しふ卵した。

約2時間後，←部の卯を倹鏡l，卯割卯と非卵割卯

を計数して，卵割卯数X100/総計数卯数を受精率とし

た。精子濃度は希釈前の精 f-海水を 1%ホルマリンで

凶定後， Thomaの血球計数盤で算定した。

結果および考察

結果は表1および図2に示した。精チi農疫の最も

高い:3，800X10'精子/rnfの場合にはすべての卯が，

また760X10'精子/rnfの場合には一部の911が9I1g莫の

剥離脱落あるいは極端な凹凸を見せ異常卵割していた。

152X10' 精子/rnf以下の濃度には異常~11割は認めら

れなかった。外見的に正常な卯害[Jをして，比較的受精

率が高かったのは152x10'精子/mlおよび30目4x10'

精子/泌の場合であり，その受精率は89~62%であっ

た。 6.08x10'精子/ml以下の濃度では受精率は26%

以下と急激に低下した。

アワビでは以前から言われているように，受精時の

精子濃度が高い湯合にはいわゆる多精現象を起して異

常卯割するものが多く，逆に低い場合には未受精卵が

多く満足する受精率が得られない。今回サザエにおい

てもアワどと同様の現象が認められたことにより，受

精に際してはアワピの場合のように精子j農度を考慮す

る必要があると考えられる。著者の実験からは，サザ

エ卯の受精時の精子濃度としては30x10'~ 150x10' 

精子/rnf程度が好適であろうと思われる。

精子濃度と受精率表1
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受精は放卯後40分， 70分， 130分，190分， 310分を経

過した時点でそれぞれの設定温度で行った。受精には

両:径25mmX高さ5伽mのスチロール製管ピンを用いた。

恒温槽中の精子海水を約20me管ピンに取り，それにl司

温度に保持した卵を投入し 3分間静置して受精させ

た。そしてミューラーガーゼを用い， r日l温度の紫外線
照射海水で洗卵した。 i先卯後はそれぞれの設定温度で

ふ卵L，大部分の卯が第三卵割以上に達してから，受
精率を計測した。
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水温と放卵後の受精能力持続時間

親貝は1982年8月に千葉県千倉町白子地先で潜水漁

獲された殻高74~10白1m，体重100~250g のサザエ108i悶

W(雌72個体，雄38個体)を用いた。水試にj般入後，

砂向島海水流水中で実験までの間約6週間アラメおよ

びカジメを与えて飼育した。飼育中の水混は18.5"C~ 

26.7"Cであった。実験前にすべての個体についてKCIに

よる雌雄の判別を行った。

産卵誘発は 9月16日に，ヲ出，紫外線照射海水，視

度の各刺激を併用して行った。産卵誘発絞J~は図 3

に示したとおりである。 45分間の干出の後(飼育水温

22.6"C) ，紫外線照射量0.33Wh/eの海水に収容L，

30分間流水を保った。 35分間のJI:水の後， 27.0"Cの紫

外線照射海水を流水にして，約20分後に水温を25.5"C

まで上昇させた。誘発刺激に反応して放精，放卯した

ものは雄3i国体，雌10個体であうた。

材料および方法
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4段階の設定温度における放卵後の経過時
間と受精率

図4

設定温度は図4に示したように4段階を設け，それ

ぞれ14:!:0.5"C，16:!:0.5"C， 22士0.5"C，26士O.5"cとし
た。放出直後の精子海水を用いて， 100x10'精子'/

meの受精用精子海水を調整L，それを150meずつピカー
に分注した後，直ちに上記の温度に設定した恒温樽中

に保持し，すみやかに設定温度に達するようにした。

卯は精子と同様に放出直後のものを海水約100meとと

もに分取L，恒温槽，[，に保持した。

産卵誘発経過2図3
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結果および考察

結果は図4に示した。 140Cの場合には受精率は急

激に低下し，放卯後70分で4%となり，その後は受精

卵はほとんど見られなかった。 260Cの場合は70分後ま

で90%以上の受精率を示したが，その後130分で68%

190分で20%と低 Fした。 16
0
Cの場合130分後まで80%

以kの受精率をi呆ったものの，190分後には 2%と急落

した。 220Cの場合190分後まで80%以上と最も長時間

高い受精率を維持したが，310分後には受精した卯はほ

とんどなかった。なお¥この{也に放mno分後に放卯時
の水温(約250C)で受精させたが，そのH与の受精率は

99%であった。種苗牛.産の場合を考えると，受精率は

100%であることが望ましいが，一応の目安を95%以上

とすると，良好な受精来が得られるのは160Cの場合放

。日後40分程度まで， 220Cおよび260Cの場合は70分程度

までということになる。

放精放卯後，時間の経過とともに受精本が低下する

現象は，精子あるいは卯のいずれが受精能力を失った

結果によるのかは不明である。東京都水試'"はササエ

精子の低温保存に関する実験を行い，放精l台後のサザ

エ精子を 5Ocに保存したところ，約50時間後にむいて
も1O~20%の受精率を示したとしており，著者の実験

で最も低い設定滋度である140Cの場合，最も急激に受

精卒が低ドしとことと士、I比させると興l味深い。

菊地ら'"はエゾアワビでは， 13.60Cおよび17.30Cの

場合，)jj_卯後3時間10分までと最も長時間高い受精率

を維持したが， 22.7.Cr-U:の場合は1時間10分までし
か高い受精率は見られなかったと報告している。著者

の実験では設定温度が4段階のみであったため，サザ

エ卯および精Jの受精能力を最も長時間維持しうる水

誌について正践に述べることはできないが，上記の結

果から見てもサザエはエゾアワピに比べいくぶん高い

温度が好適かと忠われる。サザエの産卵期lはごく大ま

かに水滋が20~250C の間にある時期し 13， 141と考えられ

るのに対L，エゾアワビの産卵期は水温が200C前後か

あるいはそれrιドのH侍如月に -i文すると言われ15，16，17) 
それぞれの産卵期の水温に差があるように思われる。

このような産卵期の水温の差が，サザエとエゾアワピ

の受精能力持続時間に影響する水温に反映していると

も考えられる。

今回の実験では，サザエの発生過程の中でも受精(

=卯害IJ) とし、うごく初期lの変化を指標として，放卯後

受精までの1時間がサザエに与える影響について考えた

が，その後のふ化，変態などという一連の発生過程の

中で現れる影響についても今後考慮されるべきだろう。

要約

1 )人為的に放出させたサザエの卯むよび精チを用い，

f重苗生産に応用すべしその好適な受精条件を検討

した。

2 )サザエ卯の受精時の精子濃度としては， 30x lO'~ 

150XI0'精子/ml程度が好適で、あろうと忠われた。

3 )高い受精率を得るためには， 160Cの場合放卯後約

40分程度までに， 22
0
C tO'よび260Cの場合には放卯後

約130分程度までに受精操作を行うことが必安と思

われた。
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